













































































































































































































































































































































































































































































































































































年　度 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年
仮登録者数 741 811 612 552 505 567 524 523 407
本 登 録 数 406 415 409 380 334 317 294 253 246
実 習 生 数 165 139 157 169 176 160 114 102 116
採 用 者 数 － － 37 64 56 39 48 49 44


















図 1．仮登録者数（2011 ～ 2019 年）
─ 94 ─






























図 2．本登録者数（2011 ～ 2019 年）
図 3．教育実習生数（2011 ～ 2019 年）
図 4．採用者数（過年度を含む，2013 ～ 2019 年）
─ 95 ─
学外活動を伴う授業を考える
　　実習に出る学生の割合
　教育実習には教職課程履修者のどれくらいの割合が出ているか。2013年から2019年ま
で実習に出た学生の総数は994名。仮にこれらの学生が全員2年次で本登録をしたと仮定
して，実習の2年前の年と比較して割合を出してみる。2011年から2017年までの本登録
者の総数は2555名。したがって，（994名）÷（2555名）=39%より，本学では本登録を
した学生の4割程度が教育実習へ出ていると見込まれる。
　　採用者の割合
　教員となるものは，いったいどれくらいの割合だろうか。教育実習に出た学生のうち，
何割が教員となっているか。その目安として，2013年から2019年までの採用者数（合計）
と2013年から2019年までの教育実習者数（合計）を比較してみよう。採用者の合計は
337名，実習者の合計は994名である。その割合は34%となる。この比較は，年度対応が
ずれている。採用者数は過年度の卒業生が多数を占めるからである。だが，割合の目安と
しては使えるだろう。本学では，教育実習生のおよそ3分の1が教職に就くと思っておけ
ばよいということである。
　ただし，この数字は，「教職実践演習」の担当クラスでの実感とずれる。もっと多いと
感じている。今年は10人中7人が教員となる。ただし，これは非常勤を含めた数である。
2015年から2019年の平均で見ると，教育実習に出た学生が66人，その内教員となった者（た
だし，教職志望の大学院進学を含む）が36人。55%となる。大学全体としての平均3分の
1よりだいぶ高い。教職志望の大学院進学者はその後志望を変えた可能性もある。そうす
れば，正規採用者の割合は低下する。担当クラスが理学部学生を主体とすることも関係し
ているだろう。
